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衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
報
道
の
自
由
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

事
態
の
状
況
に
応
じ
、
人
命
尊
重
な
ど
の
観
点
か
ら
真
に
必
要
な
具
体
的
な
事
案
に
お
い
て
は
、
関
係
当
局
の
依
頼
に
よ

る
報
道
機
関
相
互
の
報
道
協
定
の
締
結
の
必
要
性
が
生
ず
る
こ
と
も
あ
り
得
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
仮
に
こ
の
よ

う
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
報
道
協
定
へ
の
参
加
の
判
断
を
含
め
て
報
道
機
関
の
自
由
意
思
を
尊
重
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

一
般
に
、
報
道
協
定
は
、
関
係
当
局
の
依
頼
に
応
じ
、
報
道
機
関
相
互
間
に
お
い
て
締
結
す
る
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て

お
り
、
報
道
協
定
の
性
格
に
か
ん
が
み
、
報
道
協
定
を
締
結
し
て
い
な
い
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
効
果
は
及
ば
な
い
も
の
と

考
え
て
い
る
。

具
体
的
に
い
か
な
る
事
案
に
お
い
て
報
道
協
定
の
必
要
性
が
生
じ
得
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後
関
係
当
局
と

報
道
機
関
の
間
で
意
見
交
換
が
な
さ
れ
る
べ
き
事
柄
で
あ
り
、
有
事
に
お
け
る
報
道
協
定
に
つ
い
て
の
協
議
が
開
始
さ
れ
て

い
な
い
現
段
階
に
お
い
て
は
、
お
答
え
で
き
な
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

一



報
道
か
否
か
の
判
断
は
、
ま
ず
は
、
当
事
者
、
す
な
わ
ち
、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
と
本
人
の
間
で
判
断
さ
れ
、
争
い
が

あ
れ
ば
、
最
終
的
に
は
裁
判
所
で
判
断
さ
れ
る
。

二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

報
道
と
は
、
「
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
に
対
し
て
客
観
的
事
実
を
事
実
と
し
て
知
ら
せ
る
こ
と
（
こ
れ
に
基
づ
い
て
意
見

又
は
見
解
を
述
べ
る
こ
と
を
含
む
。
）
」
を
い
い
、
御
指
摘
の
行
為
は
、
い
ず
れ
も
報
道
に
該
当
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
報
道
機
関
す
な
わ
ち
報
道
を
業
と
し
て
行
う
者
が
報
道
の
用
に
供
す
る
目
的
で
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
と
き
は
、
法
案

第
五
十
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
法
案
第
四
章
の
規
定
は
適
用
さ
れ
な
い
。

二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

法
案
第
五
十
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
法
案
第
四
章
の
規
定
が
適
用
除
外
と
な
る
の
は
、
報
道
機
関
す
な
わ
ち
報

道
を
業
と
し
て
行
う
者
に
よ
る
個
人
情
報
の
取
扱
い
の
目
的
が
報
道
の
用
に
供
す
る
目
的
で
あ
る
場
合
で
あ
り
、
個
別
の
報

道
が
事
実
で
あ
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

「
客
観
的
事
実
」
と
は
、
社
会
の
出
来
事
な
ど
の
意
味
で
あ
る
。

二



二
の
�
に
つ
い
て

特
定
の
者
の
み
を
対
象
と
す
る
会
報
・
機
関
紙
の
発
行
は
、
報
道
に
は
該
当
し
な
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
発
行
を
目
的
と

し
て
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
、
著
述
を
業
と
し
て
行
う
者
に
よ
る
著
述
の
用
に
供

す
る
目
的
で
の
取
扱
い
と
な
る
た
め
、
法
案
第
五
十
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
法
案
第
四
章
の
規
定
は
適
用
さ
れ
な

い
。

二
の
�
に
つ
い
て

法
案
第
四
章
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
主
務
大
臣
は
、
法
案
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
従
い
、
個
人
情

報
の
取
扱
い
の
う
ち
雇
用
管
理
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
大
臣
及
び
当
該
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
が
行
う
事
業

を
所
管
す
る
大
臣
等
、
こ
れ
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
当
該
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
が
行
う
事
業
を
所
管
す
る
大
臣
等
と
な

る
。

三


